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が疑われた乳癌腺腫の一例. 第9回日本乳癌学会九州地方会プログラム・抄録集：27, 2012
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ム抄録集：510, 2012
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Semi-dry dot-blot 法を応用した新しい乳癌センチネルリンパ節転移診断法の開発.第20回日本乳癌学会総会プロ
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弦本敏行，岡本圭史，分部哲秋，佐伯和信：CT画像を利用した解剖学実習の試み．第117回日本解剖学会総会・
全国学術集会講演プログラム・抄録集．pp74, 2012
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態学的プロポーションの時代的変化（弥生時代－現代）．第117回日本解剖学会総会・全国学術集会講演プロ
グラム・抄録集．pp138, 2012
真鍋義孝，北川賀一，小山田常一，加藤克知，佐伯和信，分部哲秋，岡本圭史，弦本敏行：歯槽弓と口蓋の形
態学的プロポーションの時代的変化（弥生時代－現代）．第117回日本解剖学会総会・全国学術集会講演プロ
グラム・抄録集．pp138, 2012
今村　剛，佐伯和信，前田純一郎，分部哲秋，岡本圭史，弦本敏行：仙腸関節癒合例の脊椎における退行性変
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小岩智大，佐伯和信，弦本敏行，岡本圭史，H.Beukers，分部哲秋：非計測的形質に基づくアジア・ヨーロッパ・
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論文数一覧

学会発表数一覧

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact factor値一覧

2012

2012

2012

2012

0.222

14.677 2.446 1.835

Impact factor

2.333 1.333�0.571

A－a－

A－a－
A－b－

B－a－
B－b－

A－b－

0 0 0 0 0 3 43 46 46

A－c－ A－d－ B－a－ B－b－ B－c－ B－d－合計

シンポジウム

欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

SCI 掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI 掲載論文）

学会 シンポジウム 学会
合計 合計 総計

合計 総計SCI

10 3 1 0 14 8 2 22 25 0 49 63


